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≪ 9 月 20 日(金) ≫黒松内歌才ブナ林を歩く 

 

宮脇先生が黒松内の歌才にあるブナ林最北端視察の希望で中村理事長・山川副理事長が同

行させていただいた。私（山川）が 40 年ほど前に黒松内小学校に 3 年間勤務していたことが

あったので案内役として随伴することになった。元黒松内町長を４期 20 年間務めた谷口さん

を思い出して、ブナ林の案内役を紹介してもらおうと電話をすると、ブナセンターの学芸員

に案内させるという返事をいただいた。 

当日は天気も良く、中村理事長の車も快適で倶知安を通り、千年の森理事蘭越の渡辺さん

も誘って黒松内に向かった。 

黒松内に着くと谷口元町長が待っていてくれて、黒松内自慢のチーズの美味しい『トワベ

ール』で昼食をご馳走になった。黒松内は谷口さんが町長時代に地域の素材を活かした政治

を行い、「歌才自然の家」「ブナセンター」「黒松内温泉ブナの森」「道の駅・黒松内」などが

できて、町が変貌していたようだ。 

黒松内は隣町の蘭越が米の産地として有名なのに、黒松内は晴天の日が少なく米が獲れず

酪農が行われていた。その酪農を活かして牛乳を原料としたチーズやバターやアイスクリー

ム、それにスモーク生ベーコンやウインナーなど酪農製品を生産し、それを生産する工場や

販売する施設やレストランが生まれて、雇用が促進し町が活性化していたようだ。 

 

昼食後、歌才のブナセンターに向かう。

そこには学芸員の斉藤さんが出迎えてくれ

た。ここでドラマが始まった。なんと学芸

員の斉藤さんは宮脇先生が退官された時の

最後の教え子だったのだ。斉藤さんは恩師

が来ると言うので胸をワクワクされて待っ

ていたようである。宮脇先生も笑顔で嬉し

そうだ。二人はがっちりと握手をして再会

を喜び合った。 

 

ブナセンターは黒松内のブナ林の歴史やブナの成長過程など、わかりやすく展示されてい

た。幕末の蝦夷地探検家の“松浦武四郎”・・・【小樽の名づけ親】の『東蝦夷地日誌』に、 

「ブナノキタイ、これぶな多きがゆえ名づく、後ろにウタサイという山あり」 

と記されている。このように昔からブナが多かった地帯であったが、明治以降開拓が進み、

ブナは薪材として伐採されてきたのである。 



1923 年、天然記念物調査委員として歌才ブナ林を訪れた林学博士“新島善直”が、「周囲

は開拓し尽くされている中で、この様にブナの原始林が残っているのは奇跡だ」と述べてい

る。歌才のブナを見て“北のヤシの木の陽だ”と言ったと伝えられている。 

1928 年(昭和 3 年)、歌才ブナ林は、北限のブナ自生を代表するブナ林として、国の天然記

念物に指定されたのである。しかし、その後何度か伐採の危機があったようだ。太平洋戦争

末期に、木製戦闘機のプロペラ材として一部刈られそうになったり、昭和 29 年には、町の財

政難の事情から天然記念物指定を解除して伐採しようとする動きがあったが、歌才ブナ林の

学術的価値を知る学者や地元住民の熱心な運動により危機を脱して、今日まで原生的な姿が

守られてきたのである。さて、いよいよ車でブナ林に向かうことになった。歌才のブナ林公

園の駐車場のから 800メートルほど歩かなければならない｡800メートルと言ったら小樽運河

よりは短い距離だ。先ず歩くのは大丈夫と思った。 

山道は遊歩道になっている。斉藤さんを先頭になり宮脇先生に説明をしながら遊歩道を歩

く。黒松内小学校に勤務していた時、子どもたちと「コクワ」の実を拾った事を思い出す。

木を揺らすとあられのように降ってきて、傘を広げて採った思い出が浮かんでくる。 

遊歩道の両側には「ホウノ木・エゾヤマザクラ・ナナカマド・トドマツ・シラカンバ」な

どの木が立ち並ぶ。遊歩道と言っても平地を歩くのと違って、まずは足元に注意をして歩か

なければならない。しばらくは山道が上りになっている。切り株や小枝をよけながら進んで

いく。台風で倒れかかっている木もある。まだ紅葉には早いが、季節によって様々な風情を

楽しめる山道だ。 

途中に小川の流れが目につく。斉藤さんの話では夏に蛍がいるそうだ。木の枝が山道に覆

いかぶさってその下をトンネルをくぐるようにして歩いたり、倒れている木をまたいだりし

ながら登って行く。宮脇先生は斉藤さんの説明にうなずきながら、山道を難なく上って行く。

自然の贈り物のように空気が美味しく感じる。そろそろ疲れが出始めたと思ったら、標識が

あった。｢あと 400 メートル」と書いてある。やっと半分来たのだ。 

途中で遊歩道が下りとなった。下りの道は上りよりは楽だが、しかし、注意深く歩かない

とならない。きれいな水が流れている川があった。鮎やヤマメがいそうな川だ。 

この歌才川にはこの上までサケが上るそうだ。こんな海から離れた山奥までサケが上って

くるのだ。サケも命をかけて子孫を残そうと生まれた川を遡上しているのだ。やがて卵を産

んで、ホッチャレとなり、ブナ林の栄養となってブナを育て、そしてブナの落葉がサケの稚

魚の栄養となって育っていくのだ。宮脇先生の言う『命をつなぐ森』の営みが自然の森で何

千年も繰り返されてきたのだ。歌才の川からまた上りになる。ここからは歩きやすいように

木の階段ができている。この作業を黙々とやってきた人に感謝をしながらブナ林に向かう。 

 



宮脇先生と斉藤さんは実に楽しそうだ。二人にとっては自然の教室であって、「学問の地」

なのだ。やっとブナ林に到着する。見事なブナの木を見て疲れが飛んでしまう。高さが 27 メ

ートルから 30 メートルのブナの木もあるようだ。高さ 27 メートルと言ったら、ビル 7 階の

高さになる。北限のブナの特徴は葉の面積が大きく、逆に葉の数は少ないそうだ。成長が早

く寿命が短い。本州では約 250 年なのに北限のブナは 150~170 年だと言う。トドマツやエゾ

アジサイ、トリアシショウマなど北海道特有の植物がまじっていると言う。正に密稙混稙の

世界なのだ。歌才の林は実に 6 割近くがブナで占められている。 

歌才のブナの特徴を斉藤さんが話してくれたが幹がまっすぐで下枝が少ないそうだ。確か

に木の上の方に枝があって、新島博士が「北のヤシの木」と言ったゆえんがよくわかる。ブ

ナ林がまだ続いている。もう少し歩くことにする。ブナの本数が約 1 万本もあるという。 

この日は 6 時まで小樽に帰らなくてはならない。まだまだこのブナ林にいたい気持ちにな

る。宮脇先生と斉藤さんの木の談義は延々と続く。しかし帰る時間が迫ってきたので引き返

すことになった。クマもいそうな山道だ。すると、突然女性が現れる。一人でブナ林の遊歩

道を上ってきたようだ。黒松内は歌才のブナ林を中心に歌才森林公園を造っている。なだら

かな丘の公園にこの散策路を始め、市街地を一望できる展望台があって、四季折々の森の鳥

のさえずり聞いたり、虫たちと出会ったりして楽しめるようになっているのだ。 

有意義な一日だった。特に斉藤さんは恩師に出会い、恩師の質問に答え、恩師との再会は

一生の思い出として心に深く残ることだろう。斉藤さんは自然を相手にしている人だけに目

がきれいで表情も素晴らし人だったと言う印象を胸にお別れをしてきたのだった。 

   

 

      

 

9 月 20 日午後６時から政寿司本店で意見交換会が開催された。宮脇先生がブナ林見学の疲

れも見せずに出席された。会場には、まじえる会の河野さん鈴木さんのお馴染みの顔が見え

る。意見交換会では、“ＮＰＯ法人教育プラットフォーム北海道”木下理事長の開会挨拶があ

り、ＮＰＯの果たしてきた活動に触れながらの、今回の植樹祭の成功を祈念した挨拶だった。 

 

 

 

 

乾杯は共催の“北海道”千年の森プロジェクト中村理事長が世界の人口が産業革命以降爆

発的に増加し、その反面地球資源が破壊されている危機的状況の中で、未来を通して人類が

生き延びるためにも、森の再生が急務であり自然を大切にする意識の変換こそが大切だと数

字を上げて具体的に語っての乾杯だった。 

宮脇昭先生を囲んでの意見交換会 



確かに産業革命以降人口は増加し、世界の国々は便利さと快適な生活を求めて、自然を破

壊してきた。その顕著な現れが森林の消滅だった。森の再生に植樹をすることは、同時に生

き方の考えを変えていかなければならないと思う。 

日本の国は未曾有の東日本大震災を経験し、改めて人間としての生きる価値を問い直され

た。この経験こそが植樹をしなければならない価値観と一致するのだと思う。中村理事長の

言葉は意見交換会にふさわしい問題提起の内容を含んでいた。 

宮脇先生を囲んでの意見交換会は実に和やかで明日への植樹祭への原動力となっている。

お互いに植樹を通して心がつながった仲間の懇親の場でもある。 

宮脇先生は穏やかな語り口で小樽のかつて植樹をした会場を視察した感想を述べていらし

た。その内容は厳しいものだった。植樹した木の成長は見られたが、木は赤ちゃんと同じで、

自立するまでは優しく面倒をみなければいけない。それは木の廻りの雑草のことだった。木

を植えっぱなしではいけない。木の成長を妨げる雑草も取り除いてほしい。それはまた木を

育てる栄養にもなるのだからと・・・。全くその通りだと感じた。 

恒例の参加者個々の挨拶が始まった。青年会議所のメンバーの挨拶から始まった。上野理

事長の挨拶は、今年は、青年会議所は植樹祭に共催するだけでなく、独自に親子で楽しめる

イベントを企画し、千年の森と共催で行う意義を語っていた。次々と挨拶する青年会議所の

メンバーの若いエネルギーが、この千年の森が 7 年間続いている原動力でもある。 

毎日新聞の北海道支社山科報道部長とつながる森づくり山本部長は、もうすっかりおなじ

みになって、もし不参加であればみんな寂しい思いになるであろう。毎日新聞の全国に展開

する植樹後援活動は、財政面だけでなく、新聞記事を通して正確に植樹の意義伝えてくれて

いる。【水と緑の地球環境本部】を設置して、北海道千年の森と共催で明日の植樹祭に大きな

貢献を果たしてくれる。 

第一回目の長橋小学校の植樹祭から参加しているまじえる会の河野さんや鈴木さんの挨拶

には、小樽が好きでやってくる気持ちも感じられ嬉しいことだった。 

札幌の若き女性は、初めての意見交換会の出席だったが、宮脇方式に魅了されて、父の残

した山の植樹をしたいと語っていた。又、宮脇先生の理論を傾聴し、礼賛者の千歳ドングリ

の会吉田さんは、仲間の輪を広げて千歳でも活発に植樹をしていきたいと抱負を語っていた。

北海道千年の森は名前にふさわしく、運動の輪が和となって広がっていくことは嬉しいこと

だった。 

続いて千年の森の会員の挨拶だ。荒木副理事長は今年のマウンド作りが大変な苦労があっ

た状態を話されていたが、確かにあれだけのマウンドを造る労苦はやっている人でなければ

分からないことのように思った。しかし、宮脇先生から 100 点満の評価を頂いたのだから、

その苦労も報われたように思う。 

私の番だ。名前は「山川隆」と三度言う。今年の奥沢水源地の植樹は、正に「山」と「川」

と「海」をつなぐ理想の稙樹なので、私の名前を「山川海」にしたいと笑ってもらった。こ

のあと今日行った宮脇先生と斉藤さんのブナ林での子弟の再会の美談を披露した。 

田中理事はこの会に参加しての最大の喜びは人との出逢いであり、これを大切にしていき

たいと語り、小樽長橋の苗穂で長く勤められた佐々木さんはさすが専門家で木の性質や植樹

についての感想を述べていた。 

熊沢副理事長は歯科医なので、普段は歯を植えているが、今回も山に木を植えますとユー

モアあふれる挨拶だった。熊沢歯科のメンバーの団結力は強固で、千年の森の情報宣伝活動

を一手に引き受けて最新の技術を駆使して活躍してくれている。同じく内科医の中井理事も



千年の森の企画推進の貴重なメンバーで、三人のお子さんを植樹に参加させ、家族のほほえ

ましい稙樹風景を見せてくれている。明日も家族で参加しますと述べていた。 

久しぶりの参加は中渓さんだ。世界の国の植樹に参加し、日本の学校の防災林の稙樹活動

を続けている尊敬すべき人物だ。最近の活動の紹介と明日は家族で参加しますと表明し拍手

を贈られていた。 

盛り上がった会も終わりに近づく。“ふるさと”の歌は歌わないの？ と誰かの声がする。

さっそく「やろう！」という声に中村理事長が前に立つ。歌ばかりでなく手話をしながらの

合唱が始まる。一度終わると「もう一回！」の声がかかり、アンコールに応えて再び“ふる

さと”を合唱する。 

最後の締めは木下理事長が明日の植樹祭の成功を祈念しての一本締めで、賑々しく一発で

決めて散会となった。この後、余力のあるメンバーで花園町へと二次会に向かった。 

 

            

 

１．奥沢水源地 

今年の北海道千年の森の植樹祭は、「ふるさとの森づくり」「地域に広げる防災の輪」称して 9

月 22 日の日曜日に小樽市奥沢水源地で開催された。 

奥沢水源地は 1914 年（大正 3 年）に完成後、約 1 世紀にわたって小樽市民に水道水を供給し

てきた「水がめ」だった。今年の 6 月に陥落箇所が見つかり、補修に莫大な費用を要するこ

とから 8 月に廃止された。 

小樽市民にとって奥沢水源地は歴史的遺産であり、また子ども時代に泳いだりした思い出の

場所でもあった。奥沢ダムから流れる水流は、21 メートルの落差を 10 段に分けて水を落と

す「水すだれ」になっていて、その素晴らしい景観は、市民の憩いの場所でもあり、観光名

所としても知られていた。 

奥沢水源地は厚生省が企画した近代水道百選

に選定され､2008 年（平成 20 年）には土木学

会によって「土木学会選奨土木遺産」にも選

定された。現在創設水道施設であったことを

後世に伝えるとともに、市民の親しまれる憩

いの場所としての活用のために「奥沢水源地

保存・活用基本構想」を策定している。 

 

 

いのちの森植樹祭 in 奥沢水源地  



２．リーダー講習会（研修会） 

今年の植樹祭も好天に恵まれた。緑の木々の林立する奥沢水源地は、普段、人が入ることが

できないように道路が閉鎖されている。植樹する場所へ行くには、水源地の入り口から 10 分

ほど山道を歩かなければならない。「水すだれ」を見ながら進むと植樹をするために造られた

マウンドが見えてくる。広々とした場所に造られたマウンドは、実によくできていて、さす

が宮脇先生に高い評価を受けるだけの仕上がりぶりだった。マウンドは上から見ると一見平

地のように見えるのだが、結構な斜面であり、植樹のために準備をした皆さんは大変な作業

だったろうと思うのであった。 

午前 9 時よりリーダー講習会が開始された。いつものように宮脇先生は順序良く一つ一つ丁

寧に指導される。それは、この植樹の成功のカギはリーダーが握っているからである。リー

ダーの責任の重要さを繰り返し強調しながらの指導であった。 

まず植樹する木の名前を１本ずつ繰り返し輪唱させていく。「ミズナラ・トチノキ・クリ・イ

タヤカエデ・オオヤマザクラ」とお馴染みの木の名前が青空にこだまする。珍しいことに宮

脇先生が「桂（カツラ）」の木の名前の時に、かつて一世を風靡した映画「愛染かつら」の原

作者川口松太郎の話をするのだった。作者が小説を書き上げて題名を考えた時、宿の部屋か

ら大きな桂の木が見えた。その時に「愛染かつら」の題名が生まれたと言う話であった。昭

和一桁の人たちにとっては懐かしい映画であり、戦後も主役が変わっても、映画やテレビで

何度も放映された長編恋愛物語であった。 

この時「カツラ」の木の名前を呼ぶのに中村理事長が「愛染かつら」と叫んだので宮脇先生

に注意をされ爆笑となったが、実に中村理事長はユーモアのある人だと思った。 

リーダー研修会で思うことだが、これまでリーダーを何回もやっている人でも宮脇先生の真

摯な姿勢に初心に返って講習を受けていることだ。しかし、次回からは初めてリーダー講習

を受ける人と何度もやってきた人とを二つにグループ分けをした方がいいようにも思った。 

リーダー講習会を終えて、開会式の会場にとバスで移動する。 

 



３．オリエンテーリングと散策会 

 

青年会議所共催の奥沢水源地での「親子で楽しむオリエンテーリング」と「秋の散策会」が

開催された。 

オリエンテーリングは「樽っ子チャレンジ」「親子で楽しむオリエンテーリング」と題し、水

源地内各所のポイントに親子で挑戦するイベントだ。奥沢水源地や水について楽しく学びな

がら、家族の絆を深められるように工夫が凝らされている。 

水遊びでは、大きなたらいに水が張ってある。そこにはハッポウスチロールが置いてあり、

それを子供達がハサミで船の形に切り取り、その端にボンドを付けてたらいの水に浮かべる。

すると、船が風もないのに動いて行くのだ。水の水面張力を利用した遊びなのだ。次々と親

子連れがやってくる。どの子もみんな船が動いて大満足だ。 

「散策会」は、【一日限定・秋の散策会】と称して、現在は立ち入り禁止となっている水源地

の中を一日限定で開放し、普段入ることができない景色を楽しみながら秋を満喫するイベン

トだ。これにもピクニックのいでたちで多くの市民が参加をしていた。これに参加した人た

ちにはカレーライスの昼食が待っていたのだ。天気も良かったし大成功だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．植樹祭 

開会式の行う奥沢水源地の入り口にある広場には、トラックを利用した特設舞台が設置され

ていた。開会式は、まず主催者のＮＰＯ法人を代表しての木下理事長挨拶から始まり、共催

の毎日新聞社山科報道部長の挨拶、その後、“北海道”千年の森プロジェクト中村理事長挨拶、

中村衆議院議員・佐藤道会議員・市議会議員で奥沢町内会濱本会長の紹介が続き、それぞれ

に植樹祭の意義を述べ、植樹活動に賛同する熱いメーセージを参加者に伝えていた。来賓に

は北海道後志総合振興局からも出席されていた。 

 

宮脇先生の植樹指導は、まず、今なぜ植樹が必要かを人類の歴史をさかのぼって話された。

人類の命がこれまで延々と続いてきた歴史は、自然との強調によるものであって、森林を破

壊した文明国家は必ず滅びていくことを話された。 

宮脇先生のお話で印象に残ったのは、今の時代、少しの我慢が大切だと述べられたことだ。

広葉樹を中心に植樹を進めていくと、必ず落葉が地面に落ちる。実は、これが森の命を育む

栄養となっていくのだが、学校の周りなどの防災樹林の時など必ず近隣の住民から落葉の苦



情が学校に来たりする。全く利己的な考えをする人が多くなりつつある社会において、他人

の心を考慮する思いやりの心を広げていくには、多少の我慢が大切になってくるのだと思っ

た。木を植えることは優しい心が育つことになることを確信できたのだった。 

また、北海道が世界のミズナラ文明の中心にあって、命の森づくりは北海道から、そして小

樽から世界に発信させていかなければならないと述べ、奥沢水源地での植樹祭で１本１本を

植えることの意義を高く評価されていた。 

植樹の指導では、苗の持ち方から始まり、苗

を大切に扱うことを丁寧に話され、植樹の手

順を分かりやすく話された。参加者の中には

７年間続けて参加されている人もいるが、今

回初めて参加した人もいて、多少時間がかか

っても植樹の指導は大切なことだと思った。

それはただ木を植えることだけでなく、命の

大切さを学ぶことが重要なテーマだからだ。

宮脇先生が言う未来に生きる子どもたちのた

めに、学校の教師をはじめ各町村の議員や国会

議員などの指導者が１本の木を植えることが

地球の命を守ることになるという認識をしっ

かり持って欲しいと話されていた。 

 

そして、宮脇先生は今回初めて参加した小樽向

陽中学校教諭の山本先生に名前で呼びかけて、

もっと多くの教師が参加して欲しいと話され

た。 

開会式が終了し、リーダーを先頭に植樹の場所

へと移動する。やや１０分ほど歩かなければな

らない。参加者の中には初めて奥沢水源地の奥

に入山した人も多数いて、周りの景色を見なが

らぞろぞろと列が続いていく。 

植樹をするマウンドは完全な準備ができてい

て、各班ごとにリーダーの指導で植樹が展開さ

れていった。いつも植樹をして嬉しいのは子ど

も達や中学生などの参加だ。 

今年も奥沢少年野球の子どもたちが参加して

いる。これは野球の指導者がただ単に野球が上

手になるだけでなく、多くの社会的経験もさせ

て人間性を高めて 

いきたいという願いからの参加だ。素晴らしい

ことだと思う。だからこそ野球も強くなってい

く。小樽市内の各職場からの参加者も見られる。

小樽信金や中央バスなど地域活動に参加する

企業の姿勢は高く評価できることだった。 



 

 

 

 

この植樹祭の特色は来賓の方々も先頭になって植樹をしていることだ。これは、宮脇先生の

持論である「リーダーが先頭になって働きなさい」という精神がいきわたってきたからなの

だ。 

各班ごとの植樹が順調に進んで、木を植え、藁を敷き、縄を張り、水をかけて一連の作業が

終わる。いずれここにもこんもりとした森ができるのだ。植樹をした満足感が疲れを癒して

くれる。 

 

今年の植樹祭も終わりに近づいた。この後始末がまた大変な作業なのだが、青年会議所のメ

ンバーを中心に行っている姿に感謝をしながら家路につく。それにしてもこれだけのイベン

トの計画・立案・そして組織を動かす力は凄いと思う。ただただ感嘆するばかりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 


